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昨
年
は
、
原
点
回
帰
と
真
価
発
揮
を

課
題
に
病
院
建
替
え
と
い
う
大
き
な

目
標
を
掲
げ
て
走
り
続
け
た
１
年
で

し
た
。
関
係
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
８
年
は
昭
和
元
年
か
ら
満
１
０
０

年
目
、
昭
和
と
い
う
時
代
に
思
い
を

馳
せ
る
と
、
昨
今
の
難
し
い
国
際
情

勢
、
予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
に
誰
し
も

世
界
の
平
和
と
平
穏
な
日
々
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
厳

し
い
医
療
環
境
も
好
転
す
る
よ
う
新

年
度
の
12
年
ぶ
り
診
療
報
酬
プ
ラ
ス

改
定
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。
今

年
も
新
た
な
喜
び
感
動
に
も
出
会
え

る
で
し
ょ
う
、
す
ぐ
に
始
ま
る
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
楽
し
み
で
す
。

水
前
寺
と
う
や
病
院
は
、
長
い
歴
史

と
伝
統
で
培
わ
れ
た
理
念

『IDENTITY

（
個
人
）
の
尊
重
〜

For You 

あ
な
た
の
た
め
に
』
を
支

柱
に
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
誠
実
で

良
質
な
医
療
に
取
り
組
み
ま
す
。
引

き
続
き「
新
生
水
前
寺
と
う
や
病
院
」

に
向
か
っ
て
全
員
で
、
駿
馬
の
走
り

よ
り
も
む
し
ろ
駄
馬
の
ご
と
く
、
焦

ら
ず
慌
て
ず
諦
め
ず
、
一
歩
ず
つ
確

か
な
前
進
を
重
ね
た
い
所
存
で
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
よ
ろ
し

く
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

三
が
日
は
、
安
寧
な
一
年
を
象
徴
す
る

様
な
晴
天
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
も
良
い
正
月
を
送
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
向
か
い
風
吹
き
荒
ぶ
る
医
療
・

介
護
業
界
で
す
が
、
昨
年
末
に
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
改
定
の
道
筋
が
示
さ
れ
、

よ
う
や
く
陽
ざ
し
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

人
件
費
及
び
物
価
高
騰
対
策
に
関
す
る

補
助
金
や
、
医
療
費
及
び
介
護
費
の
プ

ラ
ス
改
定
が
首
相
の
英
断
に
よ
り
実
施

さ
れ
る
の
は
実
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
医
療
団
体
が
10
％   

の
医
療
費
ア
ッ
プ
を
陳
情
し
た
程
、
実

情
と
は
ま
だ
ま
だ
乖
離
し
て
い
る
感
が

あ
り
ま
す
（
診
療
報
酬
は
３
・
09
％
、

介
護
報
酬
は
２
・
03
％
ア
ッ
プ
に
と
ど

ま
っ
た
）。
特
に
医
療
・
介
護
業
界
に
お

け
る
人
材
不
足
は
顕
著
で
、
そ
れ
を
補

う
た
め
の
人
件
費
ア
ッ
プ
は
止
ま
り
そ

う
に
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
の
春
に
は
多

く
の
必
需
品
目
で
価
格
改
定
が
噂
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
医
院
の
建
物
は
バ
ブ
ル
期
に

建
て
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
老
朽
化
と

耐
震
化
に
対
応
す
べ
く
多
く
の
建
て
替

え
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い

経
営
状
況
の
な
か
、
建
築
資
材
及
び
人

件
費
の
高
騰
に
よ
る
高
建
設
費
に
対
応

出
来
ず
頓
挫
し
て
い
る
計
画
が
多
数
あ

る
よ
う
に
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

私
ど
も 

と
う
や
医
療
福
祉
グ
ル
ー
プ（
医

療
法
人
清
和
会
、
社
会
福
祉
法
人
百
八

会
）
は
、
他
法
人
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ

関
連
補
助
金
廃
止
後
は
極
め
て
厳
し
い

経
済
状
況
に
陥
り
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ

フ
全
員
の
懸
命
の
努
力
に
よ
り
、
い
ち

早
く
各
事
業
所
で
プ
ラ
ス
運
営
と
な
り

ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
礎
で
あ
る
「
水
前
寺
と
う

や
病
院
」
に
お
い
て
は
数
年
前
か
ら
現

地
建
替
と
い
う
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
行
さ
せ
て
お
り
、
今
年
最
大
の
目

標
は
、
そ
の
着
工
の
一
歩
目
を
確
実
に

踏
み
出
す
こ
と
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
今
年
も
最
善
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
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12月 13日 ( 土 )
清和会
地域交流
餅つき会

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
皆
様
方
か
ら
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
水
前
寺
は
新
築

移
転
し
て
３
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
入

所
部
は
、
超
強
化
型
の
施
設
と
し
て
ご

利
用
者
の
在
宅
復
帰
や
在
宅
支
援
を
目

指
す
自
立
支
援
、
ご
家
族
の
介
護
負
担

を
軽
減
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
そ
し

て
看
取
り
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
ご
自
宅
で
暮
ら
す
要
支
援
・
要
介

護
者
の
方
々
の
「
通
い
の
場
」
と
し
て
、

生
活
機
能
（
入
浴
・
食
事
・
排
泄
等
）

の
維
持
向
上
と
自
立
支
援
・
機
能
訓
練
・

生
活
相
談
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
わ
た
く
し
ど
も
は
で
き
る
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
「
自

分
ら
し
く
」
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
そ
し
て
地

域
の
皆
様
と
手
を
携
え
て
、
地
域
社
会

に
貢
献
で
き
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

本
年
も
、
職
員
一
同
、
法
人
の
基
本
理

念
で
あ
り
ま
す
『IDENTITY

（
個
人
）

の
尊
重 -For You- 

あ
な
た
の
た
め
に
』

の
精
神
で
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご

撻
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

朝
は
晴
れ
間
も
の
ぞ
き
、
穏
や
か
な
餅
つ
き
日
和

と
な
り
ま
し
た
。
水
前
寺
と
う
や
病
院
の
正
面
駐

車
場
に
て
、
毎
年
恒
例
の
「
清
和
会
地
域
交
流
餅

つ
き
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

開
会
式
後
に
写
真
撮
影
を
行
い
、
餅
つ
き
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
餅
つ
き
場
で
は
、
子
供
会
の
皆
さ

ん
と
職
員
が
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
良
く
杵

で
餅
を
つ
き
、
餅
丸
め
場
で
は
、
有
隣
会
の
方
が

手
際
よ
く
ち
ぎ
っ
た
餅
を
子
ど
も
た
ち
と
職
員
が

丸
め
ま
し
た
。

最
後
は
栄
養
部
手
作
り
の
「
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
」
が

振
舞
わ
れ
、「
お
い
し
い
ね
！
」「
あ
た
た
ま
る
ね
〜
」

と
み
な
さ
ん
喜
ば
れ
会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

砂
取
５
町
内
自
治
会
・
有
隣
会
・
子
供
会
の
皆
さ

ん
と
清
和
会
の
職
員
が
参
加
し
、
地
域
の
方
々
と

の
良
き
交
流
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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今
年
は
60
年
周
期
の
丙
午
に
当
た
り
ま

す
。
丙
午
は
駆
け
昇
る
馬
か
ら
飛
躍
の
年
と

良
い
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は

丙
午
の
女
性
は
縁
起
が
悪
い
と
さ
れ
、
負
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で
す
。

丙
午
は
十
干『
丙（
ひ
の
え
）』と
十
二
支

『
午（
う
ま
）』が
組
み
合
わ
さ
っ
た
干
支
で
、

60
年
に
一
度
巡
っ
て
き
ま
す
。
火
の
性
質
を

二
重
に
持
つ
た
め（
江
戸
で
火
災
は
最
も
気

を
付
け
て
い
た
災
害
で
、
負
の
側
面
が
強
調

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
）、
パ
ワ
フ
ル
で
情
熱

的
な
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は

江
戸
時
代
の『
八
百
屋
お
七
』の
逸
話
か
ら

『
丙
午
生
ま
れ
の
女
性
は
気
が
強
く
夫
の
寿

命
を
縮
め
る
』と
い
う
迷
信
が
広
ま
り
、
60

年
前
の
昭
和
41
年（
１
９
６
６
年
）の
丙
午

（
ひ
の
え
う
ま
）は
出
生
数
が
大
幅
に
減
少

し
、
前
年
の
約
１
８
２
万
人
か
ら
１
３
６

万
人
へ
25
％
以
上（
約
46
万
人
）も
減
少
し

ま
し
た
。『
八
百
屋
お
七
』は
、
井
原
西
鶴

の『
好
色
五
人
女
』に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
学
や
歌

舞
伎
、
文
楽
な
ど
芸
能
に
お
い
て
多
様
な

趣
向
を
凝
ら
し
た
諸
作
品
の
主
人
公
と
な

り
ま
し
た
。
令
和
８
年
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？

丙
午
の
迷
信
の
以
前
に
我
が
国
で
は
少
子

化
が
加
速
し
、
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に

人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
は
経
済
活
動
の
停
滞
を
招
き
国
力
の

低
下
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
政
府
も
少
子

化
対
策
と
銘
打
っ
て
、
色
々
な
政
策
を
行
っ

て
来
ま
し
た
が
、
焼
け
石
に
水
状
態
で
、

成
果
は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

２
０
２
３
年
に
は
岸
田
内
閣
が『
異
次
元

の
少
子
化
対
策
』と
大
見
得
を
切
り
ま
し
た

が
、
中
身
は
単
な
る
バ
ラ
マ
キ
で
、
何
の
成

果
も
な
い
？
ま
ま
忘
れ
去
ら
れ
、
２
０
２
４

年
に
は
出
生
数
が
68
万
６
０
６
１
人
と
統
計

開
始
以
来
、
初
め
て
70
万
人
を
割
り
込
み
、

過
去
最
少
を
更
新
し
ま
し
た
。 

２
０
１
９
年

に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
出
生
数
推
計

で
は
２
０
４
０
年
時
点
で
74
万
人
と
予
測

し
て
い
ま
し
た
が
、
20
年
以
上
も
前
倒
し
で

少
子
化
が
進
ん
で
い
る
非
常
事
態
で
す
。
今

年
は
丙
午
、
出
生
数
が
心
配
と
暢
気
に
憂

い
て
い
る
場
合
で
は
な
く
、
毎
年
が
丙
午
の

危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

世
界
の
人
口
は
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
発
表
に
よ
る

と
２
０
２
４
年
現
在
81
億
１
９
０
０
万
人

で
、
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
日
本
は
１
億

２
３
０
０
万
人
で
全
体
の
12
位
で
す
。
世
界

最
大
の
人
口
は
中
国
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
２
３
年
に
イ
ン
ド
に
抜
か
れ
て
２
位
に

後
退
し
ま
し
た（
そ
れ
で
も
14
億
２
０
０
０

万
人
で
す
が
）。
中
国
は
人
口
増
加
を
抑
制

す
る
目
的
で
１
９
８
０
年
か
ら
一
人
っ
子
政

策
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
人
口
増
の
鈍
化
↓

経
済
規
模
の
縮
小
懸
念
か
ら
？
２
０
１
５

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
達
す
る

と
し
て
、
数
年
前
よ
り
労
働
力
不
足
、
国

内
市
場
・
経
済
停
滞
、
社
会
保
障
費
増
大
、

介
護
難
民
等
の
問
題
を
想
定
し
、
政
府
が

対
策
強
化
を
謳
っ
た
２
０
２
５
年
も
足
早

に
過
ぎ
ま
し
た
。
過
ぎ
て
み
る
と
何
が
変

わ
っ
た
の
か
？
良
く
解
ら
ず
、
米
価
格
、
物

価
高
騰
、
賃
上
げ
、
働
き
方
改
革
が
話
題

の
中
心
で
２
０
２
５
年
問
題
を
正
面
か
ら

取
り
上
げ
る
メ
デ
ィ
ア
は
皆
無
で
し
た（
僕

が
気
づ
か
な
か
っ
た
だ
け
？
）。
２
０
２
６

年
は
早
々
に
寒
気
団
に
見
舞
わ
れ
、
荒
れ

た
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

年
に
同
政
策
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

国
連
の
２
０
２
２
年
の
人
口
推
計
で
は
中

国
に
於
い
て
も
２
０
２
１
年
を
ピ
ー
ク
に
人

口
減
少
に
転
ず
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
世
界
諸
国
を
見
渡
し
て
も
国
が
豊
か

に
な
る（
国
民
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
加
）

と
出
生
率
は
低
下
す
る
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、
中
国
も
転
換
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
の
事
態
を
受
け
、
中
国
で
は

２
０
２
６
年
始
よ
り
避
妊
関
連
製
品
へ
の
非

課
税
を
中
止
し
、
人
口（
出
生
数
）増
加
を

後
押
し
す
る
政
策
へ
切
り
替
え
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

が
施
行
さ
れ
、
女
性
の
社
会
参
加
が
加
速

し
、
共
働
き
世
帯
が
増
え
ま
し
た
。
女
性

の
社
会
参
加
、
高
学
歴
が
出
産
数
の
減
少

に
拍
車
を
掛
け
た
と
の
意
見
も
あ
る
一
方

で
、
日
本
社
会
が
夫
婦
共
同
で
の
子
育
て
に

順
応
出
来
な
か
っ
た
事
が
少
子
化
を
加
速
さ

せ
た
と
意
見
は
分
か
れ
ま
す
。

父
親
の
子
育
て
参
加
を
後
押
し
す
る
た
め

に
国
も
父
親
の
育
児
休
暇
制
度
を
整
備
し
、

２
０
２
３
年
に
は
約
30
％
の
男
性（
父
親
）

が
育
児
休
暇
を
利
用
し
た
よ
う
で
す
が
、

出
生
率
増
加
に
は
直
結
し
て
い
な
い
よ
う
で

す
。少

子
化
要
因
に
は
子
供
の
養
育
費
、
教

育
費
が
嵩
み
、
経
済
的
問
題
も
大
き
く
関

係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
60
年
前
の
丙

午
は
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
り
、
働
け
ば

○
中
国
の
政
策

○
丙
午
と
出
生
数

○
少
子
化
の
加
速

○
日
本
で
の
少
子
化
要
因

第 73 回

令和の丙午令和の丙午
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賃
金
が
上
が
り
、
国
民
が
夢
を
持
て
る
時

代
で
し
た
。
現
代
は
生
活
も
多
様
化
し
、

携
帯
電
話（
情
報
収
集
）、
趣
味
娯
楽
に
割

く
お
金
も
増
え
、
社
会
の
円
熟
は
将
来
へ
の

不
安
を
煽
り
、
夢
を
持
ち
に
く
い
世
相
へ
変

貌
し
ま
し
た
。
静
か
な
退
職
思
想
が
若
者

に
支
持
さ
れ
る
時
代（
た
い
ざ
ん
ぼ
く
第
97

号
参
照
）、
少
子
化
は
必
然
の
結
果
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
地
球
規
模
で
考
え
る
と
１
日

当
た
り
１
０
０
種
以
上
の
動
植
物
が
絶
滅

し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
は
ヒ
ト
の
営
み
が
絶
滅
ス
ピ
ー
ド
を
後

押
し
し
て
い
ま
す
。
子
孫
繁
栄
に
無
頓
着

な
日
本
人
は
自
ら
進
ん
で
絶
滅
へ
の
道
を

歩
む
の
で
し
ょ
う
か
？

年
始
早
々
に
暗
い
話
題
で
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。
２
０
２
６
年
令
和
の
丙
午
は

跳
ね
馬
の
如
く
、
皆
様
の
飛
躍
の
年
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

❷⾃宅でできる簡単な〝⽣活不活発病予防運動〟

ふくらはぎは第二の心臓と呼ばれ、 動かす事で血液の巡りを良く

します。 歩く力を保ち、 むくみや冷えの予防にも繋がります。

年末年始は外出の機会が減りやすく、 寒さも重なって活動量が大きく低下する時期

です。 この 「動かない生活」 が続くと、 筋力 ・体力が落ち、 転倒しやすくなる、　

食欲が低下する、 気分が落ち込むなど、 様々な不調に繋がります。 これらはまとめ

て 【生活不活発病 （生活機能低下）】 と呼ばれ、 高齢者では特に注意が必要です。

❶まずは 「動かない時間」 を減らすことから
長時間の座りっぱなしは筋肉の動きを鈍らせ、 血流を

悪くします。

●今日からできる小さな工夫

・ 1時間に１回は立ち上がる

・テレビのCM中に少し歩く

・家事の動作を細かく分けて自然に活動量を増やす

・室内でも “10分だけ歩く” 習慣をつける

ご高齢の方でも自宅で簡単にできる運動をご紹介します。 無理の

ない範囲で実践してみてください

→「少し動く」 が積み重なると、 生活不活発病の　　　

大きな予防となります。

出生数・合計特殊出生率（厚労省 2019 年発表）

太ももの筋肉は立ち上がりや歩行

に欠かせません。 この運動は歩幅

を保ち、 外出しやすい体づくりに

繋がります。

❸寒い季節だからこそ室内での運動習慣を
❷でご紹介した運動を始め、 室内でできる

運動を生活の中に組み込むことが重要です。

ふくらはぎは立つ ・歩くことにとても

大切な筋肉です。 この運動を続ける

と足が前に出やすくなり、 つまずきや

転倒を防ぎやすくなります。

●運動するための工夫

・室内を暖かくして筋肉のこわばりを減らす

・朝の活動前に軽いストレッチを加える

・体重計 ・歩数計などで変化を 「見える化」

　する

❹まとめ：少しの積み重ねが
   〝年明けの健康〟を守ります
生活不活発病は、 特別な運動ではなく 「毎日

の少しの動き」 でしっかり予防できます。 年明

けの時期こそ、 身体を労いながら動く習慣を

取り戻しましょう。

　リハビリテーション部では体力低下 ・ふらつ

き ・運動不足の相談も受け付けていますので、

お気軽にご相談ください。

【方法】

椅子に座り、 つま先を

上下に動かします

次に足首をゆっくり回し

ます

【方法】

椅子に座り、　　

片方ずつ太もも

を持ち上げます

【方法】

椅子や台に手を　

添えて立ち、　　　

つま先を床につけ

たまま、 かかとを

持ち上げます

10回×1～2セット

左右5回×1～2セット

10回×1～2セット

左右 10回

×1～2セット
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だよりだより
シルバーピアシルバーピア

だより
シルバーピア

シルバーピア水前寺では、季節を感じていただける取り組みとして、利用者の皆

さまとリハビリスタッフが一緒に貼り絵による壁画制作を行っています。

あけましておめでとうございます。
皆さまには、健やかに新年を迎えられたこととお喜び申し上
げます。昨年は、日々のレクリエーションや行事を通して、
たくさんの笑顔に出会うことができました。何気ない会話や
「ありがとう」の一言が、私たち職員の大きな励みとなって
います。
今年も、皆さまが「来てよかった」「今日も楽しかった」と
感じていただけるよう、安心で温かいデイサービスづくりに
努めてまいります。小さな変化にも気づけるよう、職員一同、
心を込めて支援してまいります。

所長　西橋　治孝

春は菜の花と列車、夏はひまわりが咲く青空、秋

はぶどう畑や草花など、四季折々の風景をテーマ

に、色紙や毛糸、折り紙など身近な素材を使って

表現しています。

下絵に合わせて切る・貼るといった作業は、手指

のリハビリになり、作業を通して集中力の維持・

向上につながり、自然と会話も生まれます。「きれ

いだね」「昔はこんな景色を見たよ」と思い出を

語り合う場面も多く、心の活性化にも役立ってい

ます。

完成した壁画は施設内を明るく彩り、利用者の皆

さまの達成感や次への意欲につながる大切な活動

となっています。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。
皆さまの一年が、笑顔と健康に満ちた
ものになりますように。
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グランド通りでは、今年も秋から年末にかけて、様々な
行事を行い入居者様に楽しんで頂きました。
水前寺公園や県庁の銀杏並木では木々の紅葉が感じら
れ、家族交流会と秋祭りではご家族と共に屋台で買わ
れた食べ物や飲み物を囲みながら団欒の時間を楽しま
れ、入居者の皆様で飾りつけされたクリスマスツリー
で冬の到来を感じ、皆でついた餅つきで 1年を締めく
くる事が出来ました。
今年も色々な行事を行い、季節を感じながら楽しんで
いただきたいですね。

当
日
は
天
候
も
良
く
、
寒
さ
も
緩
み
多
く

の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
水
前
寺
と

う
や
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
よ
り
６

名
、
地
域
交
流
窓
口
１
名
の
職
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

手
慣
れ
た
手
つ
き
で
餅
を
こ
ね
て
つ
き
始

め
、
き
め
の
細
か
い
お
餅
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
杵
で
つ
い
た
美
味
し
い
お
餅
は
地

域
の
方
々
に
好
評
で
、
た
く
さ
ん
の
方
が

並
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
何
度
も
列
に
並
ば

れ
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

餅
つ
き
に
は
、
地
域
の
方
や
子
ど
も
さ
ん
達

も
参
加
さ
れ
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
餅
つ
き

会
と
な
り
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
様
よ
り
、
使
用
済
み
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

頂
い
た
ボ
ー
ル
は
、
当
法
人
の
椅
子
や
机

の
脚
に
装
着
し
て
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
移
動
時
の
消
音
効
果
や
床

の
傷
防
止
、
ま
た
滑
り
止
め
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
大
変
重
宝
し
て
お

り
ま
す
。 

ご
厚
意
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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シルバーピア水前寺

医療法人清和会

特定施設 シルバーピアグランド通り

〒862-0951 熊本市中央区上水前寺 1 丁目 6-5

在宅ステーション水前寺

居宅介護支援事業所

訪問介護事業所

水前寺とうや病院

診療科目

受付時間

診療時間

TEL 096-384-2288

シルバーピアグランド通り内

TEL 096-384-3399

1. 患者の権利と意思を尊重したチーム医療を提供します

2. 保健 ・ 医療 ・ 福祉が一体となった地域に信頼される病院を
目指します

3. 技術知識の習得と質の高い保健 ・ 医療 ・ 福祉サービスを 
提供します

4. 健全なる経営活動と安定した経営基盤を構築します

ＩＤＥＮＴＩＴＹ（個人）の尊重　理念

基本方針

１.良質な医療を受ける権利

２.選択の自由の権利・セカンドオピニオンを求める権利

３.自己決定の権利

４.代行者による権利

５.情報に対する権利

６.機密保持を得る権利

７.健康教育を受ける権利

８.尊厳を得る権利

９.宗教的支援に対する権利

患者の権利

（サービス付き高齢者向け住宅）

休 診 日 土曜午後 ・ 日曜 ・ 祝日　※第 2 ・ 4 土曜は休診

8 ： 30 ～ 11 ： 30

9 ： 00 ～ 12 ： 00

平成とうや病院
内科 ・ 呼吸器内科 ・ 循環器内科 ・ 消化器内科 ・ 脳神経内科 ・ リハビリテーション科

熊本市南区出仲間 8 丁目 2-15〒862-0963

医療法人清和会 地域交流誌 たいざんぼく 102 号　〈発行日〉 2026 年１月 29 日　〈発行〉 医療法人清和会 （水前寺） 広報部会

特別養護老人ホーム シルバーピアさくら樹

社会福祉法人百八会

TEL 096-365-5533

～ Ｆor Ｙou あなたのために ～

内科 ・ 呼吸器内科 ・ 循環器内科 ・ 消化器内科 ・

脳神経内科 ・ リハビリテーション科

熊本市中央区水前寺 5 丁目 2-22〒862-0950

TEL 096-384-3119
TEL 096-384-2771

TEL 096-386-0020

老人保健施設 シルバーピア水前寺

熊本市東区佐土原 3 丁目 12-26〒862-0916

https://www.tohya.or.jp/

TEL 096-379-0108

医療法人清和会

13 ： 00 ～ 16 ： 30

13 ： 30 ～ 17 ： 30

とうや医療福祉グループ

〒862-0950 熊本市中央区水前寺 5 丁目 8-15

シルバーピア水前寺 デイサービスセンター
TEL 096-234-6654

●初診の方は、外来担当医師表をご確認の上、ご来院ください。

●再診の方は、診察券に記載されている予約日をご確認の上、ご来院ください。

●企業様の健診も行っております。 ●産業医お引き受けいたします。

【水前寺とうや病院 外来担当医師表】 2026 年 1 月
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